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【137】

論　文　の　内　容　の　要　旨

　本論文は，カラー画像の画質を決定する重要なファクタである色再現を向上させるための技術に関するも

のであり，7章から構成されている。

　1章の序論に続き，2章では，カラー画像の色再現の基礎として「測色的色再現」技術について述べている。

複雑な発色メカニズムを有するために色再現が難しいとされているプリンタについて，プリンタの測色デー

タに基づいた線形補間法により，高精度で実用性の高い色再現手法を提案している。

　3章では，人間の色知覚における色恒常性に類似した機能を，コンピュータ上で実現するための計算理論

について述べている。カメラなどのカラー画像入力機器の分光感度特性が既知の場合において，カラー画像

から情景中の光源色と物体色を復元する方法を提案している。

　4章では，色恒常性の計算理論に基づき，カメラなどの分光感度特性が未知の場合においても，画像中に

おいて普遍的な色を有するべき領域（人の顔など）の色情報を手がかりとして，カラー画像の高精度なカラー

バランスを実現する方法について述べている。さらに，人間の色知覚における不完全色順応と呼ばれる現象

を考慮することによって，カラーバランスの補正効果を向上させる方法を提案し，評価実験により有効性を

検証している。

　5章では，複数のカラー画像機器間のカラーマッチング問題において，人間の色知覚に対して導入した仮

定に基づいて演繹推理に基づいたモデルを構築する方式について述べている。色恒常性の計算理論を応用

した分光特性推定型の色順応モデル SPEM（Spectral Property Estimation Model）を提案し，白色の異なる

2台の CRTモニタ間，および，CRTモニタと印刷物間のカラーマッチングに関する評価実験を行って，提

案手法の有効性を検証している。

　6章では，色再現技術の応用について 2つの事例を紹介している。一つ目は，周辺光や投影面の色といっ

た使用環境の影響を受けやすく安定な色再現を実現することが難しかった PCプロジェクタへの壁色補正機

能の開発であり，プロダクトとして世界初の壁色補正機能を持ったプロジェクタを実現した。2つ目は，利

用者にとって「好ましい色再現」を実現する自動色補正機能の開発であり，人間の肌色，草木の緑，青空な
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どの，カラー画像中の領域の分割結果に基づいて，好ましい色に自動補正する技術を実現した。

　7章では，結論と今後の展望が述べられている。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　コンピュータビジョンにおける色恒常性の計算理論に軸足を置き，カラー画像のカラーバランスや，複数

のカラーデバイス間のカラーマッチングの問題に，新規性の高い手法を提案し有効性を検証している点は，

高く評価できる。また，本論文で開発された手法の一部が，プロダクトとして実用されている点についても

意義が大きい。画像認識の導入を必要とする部分について，認識精度の問題をどう解決していくかは今後の

課題となろう。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




